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1. 研究背景 

軌道/電荷整列系 Ba1-xSrxV13O18は V 三角格子から V

が規則的に抜けた結晶構造をとる。0 ≤ x ≤ 0.3では，V

が四量体を形成する高温相， 孤立 Vサイトで電子が局

在化する中間温度相，四量体の一部が組み変わって三

量体が形成される低温相の 3 つの相をもつ[1]。中間温

度相と低温相は競合しており，Sr濃度 xが増加すると，

電荷整列相転移温度 TCO は下がって三量体相転移温度

Ttrは上がり，0.3 < x ≤ 1では中間温度相が消失する。中

間温度相をもつBa0.9Sr0.1V13O18 (x = 0.1)の単結晶での光

学測定から，低温相でのみ電子構造に異方性が現れる

ことがわかっている[2]。本研究では，電荷整列の影響

を排して低温相の電子構造を詳細に明らかにするため，

中間温度相をもたず高温相から低温相へ相転移する

SrV13O18 (x = 1)の単結晶を作製して物性測定を行った。 

2. 実験方法 

Sr2V2O7, V2O3, V を化学量論比で混合し，Ar + H2 (7%)

還元雰囲気下で Floating Zone 法により単結晶 SrV13O18 

(x = 1)を作製した。背面 Laue法で試料の結晶方位を決

定し，電気抵抗率と磁化率を測定した。劈開面を用い

て光学反射率測定を行い，Kramers-Kronig 変換により

光学伝導度を求めた。 

3. 実験結果・考察 

SrV13O18 の電気抵抗率と磁化率の温度依存性を図 1, 

2 に示す。三量体相転移温度 Ttr = 250 Kで異常が見られ

る。低温相の電気抵抗率は，三角格子面内の a 軸方向

では温度にほぼ依存せず低い値のままだが，三角格子

面間の c 軸方向では温度低下に伴って増加し，ρa < ρc

となっている。磁化率は異方性が小さく，Ttr = 250 K以

下で減少する。 

光学伝導度スペクトルの温度依存性を図 3に示す。a

軸方向のスペクトルでは Ttr = 260 K以下で 0.3 eV付近

のピークが減少しているが，0.15 eV以下の伝導度は下

がらず有限の値を保っている。c軸方向のスペクトルで

は，1.5 eV 以下の伝導度が温度低下とともに全体的に

減少し，低温相で低エネルギー側の伝導度はゼロに向

かっている。このふるまいは，低温相で a 軸方向は金

属的で c 軸方向は絶縁体的であるという電気抵抗率の

結果と一致する。V
2+から V

3+への in-gap 励起に対応す

る 1 eV以下のピークは c軸方向の方が高い。これは四

量体中のV
2+

-V
3+のボンドが c軸方向寄りに存在するこ

とに起因すると考えられる。 

SrV13O18 (x = 1) の低温相が，a軸方向で金属的に，c

軸方向で絶縁体的になるという結果は，先行研究の

Ba0.9Sr0.1V13O18 (x = 0.1) の結果と一致しており，

Ba1-xSrxV13O18 の低温相に共通する性質であると考えら

れる。 
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図 1 SrV13O18の電気抵抗率 図 2 SrV13O18の磁化率 

図 3 SrV13O18の光学伝導度スペクトル 
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